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(57)【要約】
【課題】無線通信装置及び周波数特性補償装置において
、消費電力を削減すること。
【解決手段】無線通信装置は、補償係数と動作区分と区
分条件とを含む設定情報を設定値格納部４に格納し、サ
ブキャリア信号入力部２へのサブキャリア信号の入力タ
イミングにあわせて、アドレス生成部１によりアドレス
を生成する。無線通信装置は、動作区分選択部３により
、アドレスが条件を満たす区分条件を判定して動作区分
を選択し、周波数特性補償部５により、動作区分に対応
する補償係数を用いてサブキャリア信号に対する周波数
特性補償を行う。周波数特性補償後の信号は、出力部６
から出力される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチキャリア変調信号から複数の周波数成分に分離されたサブキャリア信号に対して
周波数特性補償を行う無線通信装置であって、
　前記サブキャリア信号に対する前記周波数特性補償に用いる補償係数と、前記周波数特
性補償における当該補償係数の取扱いの種別を示す動作区分と、前記周波数特性補償にお
いて前記動作区分を選択するか否かの判定に用いられる区分条件と、を含む設定情報を格
納する、設定値格納部と、
　前記サブキャリア信号の入力を受ける、サブキャリア信号入力部と、
　前記サブキャリア信号の入力タイミングにあわせて、前記入力されるサブキャリア信号
に対応するアドレスを生成する、アドレス生成部と、
　前記生成されたアドレスが条件を満たす前記区分条件を判定し、当該区分条件に対応す
る前記動作区分を選択する、動作区分選択部と、
　前記選択された動作区分に応じた周波数特性補償処理において前記選択された動作区分
に対応する前記補償係数を用いて、前記入力された前記サブキャリア信号に対する周波数
特性補償を行う、周波数特性補償部と、
　前記周波数特性補償後の信号を出力する、出力部と、
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　前記設定値格納部は、前記補償係数、前記動作区分及び前記区分条件を格納するレジス
タを含むことを特徴とする請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記補償係数は、初期値と変動量を含み、
　前記周波数特性補償部は、前記初期値に前記変動量を加算した値を用いて、前記入力さ
れた前記サブキャリア信号ごとに周波数特性補償を行うことを特徴とする請求項１または
２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記入力された前記サブキャリア信号ごとに、周波数特性補償に用いられる補償係数を
保持するメモリを備え、
　前記メモリは、前記選択された動作区分に応じて電源がオフにされることを特徴とする
請求項１～３のいずれか一つに記載の無線通信装置。
【請求項５】
　マルチキャリア変調信号から複数の周波数成分に分離されたサブキャリア信号に対して
周波数特性補償を行う周波数特性補償装置であって、
　前記サブキャリア信号に対する前記周波数特性補償に用いる補償係数と、前記周波数特
性補償における当該補償係数の取扱いの種別を示す動作区分と、前記周波数特性補償にお
いて前記動作区分を選択するか否かの判定に用いられる区分条件と、を含む設定情報を格
納する、設定値格納部と、
　前記サブキャリア信号の入力を受ける、サブキャリア信号入力部と、
　前記サブキャリア信号の入力タイミングにあわせて、前記入力されるサブキャリア信号
に対応するアドレスを生成する、アドレス生成部と、
　前記生成されたアドレスが条件を満たす前記区分条件を判定し、当該区分条件に対応す
る前記動作区分を選択する、動作区分選択部と、
　前記選択された動作区分に応じた周波数特性補償処理において前記選択された動作区分
に対応する前記補償係数を用いて、前記入力された前記サブキャリア信号に対する周波数
特性補償を行う、周波数特性補償部と、
　前記周波数特性補償後の信号を出力する、出力部と、
　を備えることを特徴とする周波数特性補償装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、無線通信装置及び周波数特性補償装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、無線通信装置において、入力信号の電力値を変換したアドレスをさらにテーブル
索引用アドレスに変換し、テーブル索引用アドレスの発生頻度と閾値との比較結果に従っ
て、テーブル索引用アドレスに対応するアドレスの数を可変することで、歪補償特性を良
くする方法がある。また、非線形歪を補償するべき級数型プリディストーション法におい
て、サンプリングのために設定した３つ以上の位相値または振幅値に対する歪成分の大き
さを用いて、歪成分が最小となる位相値または振幅値を関数近似により求めることで、少
ない演算量で歪成分を補償する方法がある。また、受信ディジタル変調信号に対して周波
数誤差の補正を行うリコンフィギュラブル機能モジュールを備えた無線通信装置がある。
また、２つの周波数の受信レベルの比をもとに復調部前段の帯域制限フィルタを選択的に
変更することで、少ない処理量で周波数特性を補正する方法がある。また、回線特性が補
償された受信信号から復調されたビットデータの周期性を２つのレジスタのシフト操作に
より検出し、周期性の程度に応じて補償特性を最適化する動作を選択的に停止することで
、データの復調を正確に行う方法がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－４９２５１号公報
【特許文献２】特開２０１０－９３７８５号公報
【特許文献３】特開２００７－７４４２３号公報
【特許文献４】特開２００７－１９５２０４号公報
【特許文献５】特開平６－３２６６３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の技術では、マルチキャリア変調信号から複数の周波数成分に分離
されたサブキャリア信号に対して周波数特性を補償するための補償係数が、サブキャリア
ごとにメモリに保持されるため、常時、メモリで電力が消費される。そのため、消費電力
が大きいという問題点がある。例えば、使用する周波数帯域において周波数特性が一定で
あるような場合、メモリの全アドレスに同じ値の周波数特性補償係数が格納されることに
なる。そのため、メモリが無駄に使われていることになり、メモリが消費する電力が無駄
になってしまう。
【０００５】
　消費電力を削減することができる無線通信装置及び周波数特性補償装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　無線通信装置及び周波数特性補償装置は、マルチキャリア変調信号から複数の周波数成
分に分離されたサブキャリア信号に対して周波数特性補償を行う。無線通信装置及び周波
数特性補償装置は、設定値格納部、サブキャリア信号入力部、アドレス生成部、動作区分
選択部、周波数特性補償部及び出力部を備えている。設定値格納部は、補償係数と動作区
分と区分条件とを含む設定情報を格納する。補償係数は、サブキャリア信号に対する周波
数特性補償に用いられる。動作区分は、周波数特性補償における当該補償係数の取扱いの
種別を示す。区分条件は、周波数特性補償において動作区分を選択するか否かの判定に用
いられる。サブキャリア信号入力部は、サブキャリア信号の入力を受ける。アドレス生成
部は、サブキャリア信号の入力タイミングにあわせて、入力されるサブキャリア信号に対
応するアドレスを生成する。動作区分選択部は、生成されたアドレスが条件を満たす区分
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条件を判定し、当該区分条件に対応する動作区分を選択する。周波数特性補償部は、選択
された動作区分に応じた周波数特性補償処理において選択された動作区分に対応する補償
係数を用いて、入力されたサブキャリア信号に対する周波数特性補償を行う。出力部は、
周波数特性補償後の信号を出力する。
【発明の効果】
【０００７】
　この無線通信装置及び周波数特性補償装置によれば、消費電力を削減することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施例１にかかる無線通信装置を示すブロック図である。
【図２】図２は、周波数特性補償の概要を説明する図である。
【図３】図３は、実施例２にかかる無線通信装置を示すブロック図である。
【図４】図４は、実施例２にかかる無線通信装置の送信処理部を示すブロック図である。
【図５】図５は、実施例２にかかる無線通信装置の周波数特性補償部を示すブロック図で
ある。
【図６】図６は、実施例２にかかる無線通信装置の制御部を示すブロック図である。
【図７】図７は、実施例２にかかる無線通信装置の設定値格納レジスタを示す模式図であ
る。
【図８】図８は、実施例２にかかる無線通信装置の補償係数生成部を示すブロック図であ
る。
【図９】図９は、実施例２にかかる無線通信装置の周波数特性補償部における処理を示す
フローチャートである。
【図１０】図１０は、実施例２にかかる無線通信装置の周波数特性補償部における処理を
示すフローチャートである。
【図１１】図１１は、サブキャリアに対する周波数特性補償係数の一例を示す特性図であ
る。
【図１２】図１２は、設定値格納レジスタの一例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に添付図面を参照して、この無線通信装置及び周波数特性補償装置の好適な実施の
形態を詳細に説明する。無線通信装置及び周波数特性補償装置は、設定値格納部に、補償
係数と動作区分と区分条件とを含む設定情報を格納し、入力されるサブキャリア信号に対
応するアドレスが条件を満たす区分条件に対応する動作区分を選択し、動作区分に対応す
る補償係数を用いて、サブキャリア信号に対する周波数特性補償を行うものである。以下
の各実施例の説明においては、同様の構成要素には同一の符号を付して、重複する説明を
省略する。
【００１０】
（実施例１）
　無線通信装置は、周波数特性補償装置を備えている。周波数特性補償装置は、マルチキ
ャリア変調信号から複数の周波数成分に分離されたサブキャリア信号に対して周波数特性
補償を行う。
【００１１】
　図１は、実施例１にかかる無線通信装置を示すブロック図である。図１に示すように、
無線通信装置は、周波数特性補償装置として、例えばアドレス生成部１、サブキャリア信
号入力部２、動作区分選択部３、設定値格納部４、周波数特性補償部５及び出力部６を備
えている。
【００１２】
　設定値格納部４は、補償係数と動作区分と区分条件とを含む設定情報を格納する。補償
係数は、サブキャリア信号に対する周波数特性補償に用いられる。動作区分は、周波数特
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性補償における当該補償係数の取扱いの種別を示す。区分条件は、周波数特性補償におい
て動作区分を選択するか否かの判定に用いられる。
【００１３】
　サブキャリア信号入力部２は、サブキャリア信号の入力を受ける。アドレス生成部１は
、サブキャリア信号の入力タイミングにあわせて、入力されるサブキャリア信号に対応す
るアドレスを生成する。動作区分選択部３は、生成されたアドレスが条件を満たす区分条
件を判定し、当該区分条件に対応する動作区分を選択する。周波数特性補償部５は、選択
された動作区分に応じた周波数特性補償処理において選択された動作区分に対応する補償
係数を用いて、入力されたサブキャリア信号に対する周波数特性補償を行う。出力部６は
、周波数特性補償後の信号を出力する。
【００１４】
　実施例１によれば、動作区分に応じて設定値格納部４から補償係数を取得し、取得した
補償係数を用いてサブキャリア信号に対する周波数特性補償を行うので、メモリにサブキ
ャリア信号ごとの補償係数を保持しておき、メモリからサブキャリア信号ごとの補償係数
を読み出して周波数特性補償を行う場合に比べて、メモリで消費される電力を削減するこ
とができる。従って、無線通信装置の消費電力を削減することができる。
【００１５】
（実施例２）
・周波数特性補償の説明
　無線通信装置において、無線部デバイスの周波数特性によって送信電力に誤差が生じる
ことがある。無線通信装置によっては、無線部に信号を出力する前に、デジタルベースバ
ンド部で信号を補償することにより、送信電力の誤差を補償することがある。つまり、無
線部デバイスの周波数特性をデジタルベースバンド部で補償することがある。
【００１６】
　例えば、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、直交波周波数分割多重）方式を用いた無線通信装置において
、上り方向（端末から基地局へ向かう方向）のベースバンド処理部は、送信信号を周波数
領域でサブキャリアにマッピングする。従って、ＯＦＤＭ方式では、周波数領域での信号
の補正を容易に行うことができる。ＯＦＤＭ方式に限らず、送信信号を周波数領域でサブ
キャリアにマッピングする方式であれば、周波数領域での信号の補正を容易に行うことが
できる。従って、時間領域の送信信号を一旦、周波数領域の信号に変換してからサブキャ
リアにマッピングするようにしても、周波数領域で信号の補正を容易に行うことができる
。
【００１７】
　図２は、周波数特性補償の概要を説明する図である。図２に示すように、例えばベース
バンド処理部は、使用する周波数帯域に応じたサブキャリアごとの周波数特性補償係数１
１を計算する。そして、例えばベースバンド処理部は、使用する周波数帯域中の使用する
サブキャリア１２に送信信号をマッピングし、サブキャリア１２に応じた周波数特性補償
係数１１を各サブキャリア１２に乗算する。なお、図２中、周波数特性補償係数１１の特
性曲線上の“●”は係数を表し、各周波数特性補償係数１１から伸びる矢印の先の“×”
は周波数特性補償係数１１とサブキャリア１２との乗算を意味している。
【００１８】
・無線通信装置の説明
　無線通信装置の一例として例えば携帯電話システムなどの無線通信システムにおける基
地局または端末が挙げられる。端末の一例として例えば携帯電話機が挙げられる。また、
無線通信方式の一例として例えばＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、直交周波数分割多元接続）方
式やＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、符号分
割多重接続）方式が挙げられる。また、携帯電話システムの一例として例えばいわゆる第
３．９世代（３．９Ｇ）と呼ばれるＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）



(6) JP 2012-178703 A 2012.9.13

10

20

30

40

50

が挙げられる。
【００１９】
　図３は、実施例２にかかる無線通信装置を示すブロック図である。図３に示すように、
無線通信装置２１は、上位レイヤ２２、ベースバンド処理部２３、無線部２４、受信側の
アンテナ２５及び送信側のアンテナ２６を備えている。上位レイヤ２２は、アプリケーシ
ョンの実行や、ベースバンド処理部２３や無線部２４などの下位レイヤの制御などを行う
。ベースバンド処理部２３は、ベースバンド信号の処理を行う。ベースバンド処理部２３
は、復号部２７、受信処理部２８、符号化部２９及び送信処理部３０を備えている。
【００２０】
　符号化部２９は、上位レイヤ２２から出力されたデータを符号化する。送信処理部３０
は、符号化部２９の出力データから送信データを生成する。送信処理部３０は、符号化部
２９の出力データをサブキャリアにマッピングし、時間領域の信号に変換する。送信処理
部３０の詳細については、後述する。無線部２４は、送信処理部３０の出力信号を送信側
のアンテナ２６から送信する。無線部２４は、受信側のアンテナ２５で無線信号を受信す
る。受信処理部２８は、無線部２４の出力信号に対して受信処理を行う。復号部２７は、
受信処理部２８の出力信号を復号し、上位レイヤ２２に受信データを渡す。なお、無線部
２４にデュプレクサを設けて、受信側と送信側とで同一のアンテナを共用してもよい。
【００２１】
・送信処理部の説明
　送信処理部の一例として例えばＬＴＥの上りベースバンド処理部の送信処理部が挙げら
れる。ＬＴＥでは、端末から基地局へ、ＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　
Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、物理上りリンク共有チャネル）、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ、物理上りリンク制御チャネ
ル）、ＤＲＳ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ、復調リ
ファレンス信号）、ＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ、サ
ウンドリファレンス信号）及びＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ、物理ランダムアクセスチャネル）を送信する。これらの信号はい
ずれも、周波数領域での周波数特性の補償が可能な信号である。
【００２２】
　実施例２では、ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＤＲＳ及びＳＲＳの送信処理について説明す
る。ＰＲＡＣＨの送信処理については省略する。
【００２３】
　図４は、実施例２にかかる無線通信装置の送信処理部を示すブロック図である。図４に
示すように、送信処理部３０は、送信データ生成部３１、ＤＦＴ（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆ
ｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ、離散フーリエ変換）部３２及びサブキャリアマッピ
ング部３３を備えている。
【００２４】
　送信データ生成部３１は、符号化部２９から渡されたデータからＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣ
Ｈ、ＳＲＳ及びＤＲＳなどの送信データを生成する。ＤＦＴ部３２は、ＰＵＳＣＨに対し
て離散フーリエ変換を行ってＰＵＳＣＨを周波数領域の信号に変換する。サブキャリアマ
ッピング部３３は、送信データ生成部３１の出力データ（ＰＵＣＣＨ、ＳＲＳ、ＤＲＳ）
及びＤＦＴ部３２の出力データ（ＰＵＳＣＨ）を、使用したいサブキャリアにマッピング
して出力する。サブキャリアマッピング部３３は、先頭データの出力と同時に、データの
先頭を示すデータ先頭パルスを出力する。
【００２５】
　また、送信処理部３０は、補償係数演算部３４、及び周波数特性補償装置の一例として
例えば周波数特性補償部３５を備えている。補償係数演算部３４は、無線通信装置２１が
送信を開始する前に、無線部デバイスと使用周波数帯域に応じてサブキャリアごとに周波
数特性補償係数を演算して求める。周波数特性補償部３５は、補償係数演算部３４から出
力された周波数特性補償係数及びサブキャリアマッピング部３３から出力されたデータ先
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頭パルスに基づいて、サブキャリアマッピング部３３の出力データに対して周波数特性補
償処理を行う。周波数特性補償部３５の詳細については、後述する。
【００２６】
　また、送信処理部３０は、ＩＦＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔ
ｒａｎｓｆｏｒｍ、逆高速フーリエ変換）部３６、ＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ、
サイクリックプレフィックス）挿入部３７及び１／２サブキャリアシフト部３８を備えて
いる。ＩＦＦＴ部３６は、周波数特性補償部３５の出力データに対して例えば２０４８点
の逆高速フーリエ変換処理を行い、時間領域の信号に変換する。ＣＰ挿入部３７は、ＩＦ
ＦＴ部３６の出力データに対してサイクリックプレフィックスを挿入する。１／２サブキ
ャリアシフト部３８は、ＣＰ挿入部３７の出力データに対して１／２サブキャリアシフト
処理を行う。１／２サブキャリアシフト部３８の出力データは無線部２４へ送られる。
【００２７】
・周波数特性補償部の説明
　図５は、実施例２にかかる無線通信装置の周波数特性補償部を示すブロック図である。
図５に示すように、周波数特性補償部３５は、アドレス生成部４１、制御部４２、変動タ
イミングレジスタ４３、変動量レジスタ４４、初期値レジスタ４５、メモリ４６、周波数
特性補償部として例えば補償係数生成部４７、タイミング調整部４８、及び出力部の一例
として例えば乗算器４９を備えている。
【００２８】
　アドレス生成部４１は、サブキャリアマッピング部３３から出力されたデータ先頭パル
スが入力されると、アドレスの生成を開始する。アドレス生成部４１は、生成するアドレ
スの先頭を０とし、クロックごとにアドレスを１ずつインクリメントしていく。アドレス
生成部４１は、サブキャリアマッピング部３３から出力されるデータの数分、アドレスを
インクリメントしたら、停止する。
【００２９】
　制御部４２は、アドレス生成部４１から出力されたアドレス及び補償係数演算部３４か
ら出力されたサブキャリアごとの周波数特性補償係数に基づいて、周波数特性補償係数の
初期値、変動量及び変動タイミングを生成し、周波数特性補償処理のモードを判定する。
制御部４２は、初期値レジスタ４５に周波数特性補償係数の初期値を設定し、変動量レジ
スタ４４に周波数特性補償係数の変動量を設定し、変動タイミングレジスタ４３に周波数
特性補償係数の変動タイミングを設定する。制御部４２は、メモリ４６の、アドレス生成
部４１から出力されたアドレスに対して、補償係数演算部３４から出力されたサブキャリ
アごとの周波数特性補償係数を設定（格納）する。制御部４２は、メモリ４６の電源のオ
ン／オフを設定する。制御部４２は、補償係数生成部４７に、周波数特性補償処理のモー
ド及びアドレス生成部４１から出力されたアドレスを設定する。制御部４２の詳細につい
ては、後述する。
【００３０】
　初期値レジスタ４５は、制御部４２により設定された周波数特性補償係数の初期値を保
持する。変動量レジスタ４４は、制御部４２により設定された周波数特性補償係数の変動
量を保持する。変動タイミングレジスタ４３は、制御部４２により設定された周波数特性
補償係数の変動タイミングを保持する。メモリ４６は、制御部４２により設定されたサブ
キャリアごとの周波数特性補償係数を格納する。メモリ４６の電源のオン／オフは、制御
部４２により設定される。
【００３１】
　補償係数生成部４７は、初期値レジスタ４５、変動量レジスタ４４及び変動タイミング
レジスタ４３にそれぞれ保持されている周波数特性補償係数の初期値、変動量及び変動タ
イミングを用いて補償係数を生成する。補償係数生成部４７は、制御部４２により設定さ
れた周波数特性補償処理のモード及び制御部４２から出力されたアドレスに基づいて、補
償係数の生成方法を切り替える。補償係数生成部４７の詳細については、後述する。
【００３２】
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　タイミング調整部４８は、サブキャリアマッピング部３３から出力されたデータのタイ
ミングを調整する。例えば、タイミング調整部４８は、アドレス生成部４１によるアドレ
スの生成処理と、補償係数生成部４７による補償係数の生成処理と、に要する遅延分だけ
データが乗算器４９へ供給されるタイミングを遅らせる。それによって、乗算器４９にお
ける、タイミング調整部４８から出力されたデータと、補償係数生成部４７から出力され
た補償係数と、の位相が揃う。サブキャリア信号入力部の一例として、例えばサブキャリ
アマッピング部３３から出力されたデータがタイミング調整部４８へ入力する際の図示省
略した端子が挙げられる。
【００３３】
　乗算器４９は、タイミング調整部４８から出力されたデータに、補償係数生成部４７か
ら出力された補償係数を乗算して周波数特性を補償する。乗算器４９から出力された周波
数特性補償後の信号は、ＩＦＦＴ部３６へ送られる。周波数特性補償後の信号の一例とし
て、例えば乗算器４９での周波数特性補償後のサブキャリア信号が挙げられる。あるいは
、周波数特性補償後の信号の一例として、例えば周波数特性補償後のサブキャリア信号群
を、ＩＦＦＴ部３６での逆高速フーリエ変換処理によって時間領域の信号に変換した信号
が挙げられる。
【００３４】
・制御部の説明
　図６は、実施例２にかかる無線通信装置の制御部を示すブロック図である。図６に示す
ように、制御部４２は、動作区分選択部の一例として例えばモード判定部５１、及び設定
値格納部の一例として例えば設定値格納レジスタ５２を備えている。
【００３５】
　モード判定部５１は、補償係数演算部３４から出力されたサブキャリアごとの周波数特
性補償係数がメモリ４６に設定される際に、サブキャリアごとの周波数特性補償係数の変
動量を調べ、その結果に基づいてモードを判定する。モード判定部５１は、モードの判定
結果として、例えばモード、並びにモードに応じた周波数特性補償係数の初期値、変動量
及び変動タイミングの各設定値を設定値格納レジスタ５２に渡す。モード判定部５１は、
モードの判定結果に基づいて、メモリ４６の電源のオン／オフを制御する信号を出力する
。モード判定部５１は、例えば補償係数演算部３４から出力されたサブキャリアごとの周
波数特性補償係数に応じたモード、並びにモードに応じた周波数特性補償係数の初期値、
変動量及び変動タイミングの各設定値を生成するような論理回路を備えている。
【００３６】
　モードの一例として、例えば次の１～５のモードがあってもよい。例えばモード１は、
周波数特性補償係数の値がサブキャリアによらずに一定である場合である。例えばモード
２は、サブキャリアごとの周波数特性補償係数の変動量が一定である場合である。例えば
モード３は、一定のサブキャリア間隔で周波数特性補償係数が一定量ずつ変動する場合で
ある。例えばモード４は、上述したモード１、モード２及びモード３のうちの２つ以上を
組み合わせたパターンの場合である。例えばモード５は、周波数特性補償係数の変動量及
び変動タイミングが一定でない場合である。
【００３７】
　設定値格納レジスタ５２は、モード判定部５１から出力された例えばモード、周波数特
性補償係数の初期値、変動量及び変動タイミング、並びにアドレス生成部４１から出力さ
れたアドレスを保持する。設定値格納レジスタ５２は、保持しているモード、周波数特性
補償係数の初期値、変動量及び変動タイミングを出力する。図７に、設定値格納レジスタ
５２の構成の一例を示す。
【００３８】
　図７は、実施例２にかかる無線通信装置の設定値格納レジスタを示す模式図である。図
７に示すように、設定値格納レジスタ５２は、複数の面（面＃１、・・・、面＃ｘ）を有
する。各面は、切替タイミング、モード並びに周波数特性補償係数の初期値、変動量及び
変動タイミングを格納する領域を有する。例えば切替タイミングは、周波数特性補償にお
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いて動作区分を選択するか否かの判定に用いられる区分条件の一例として挙げられる。設
定値格納レジスタ５２の先頭の面、例えば面＃１の切替タイミングを格納する領域には、
面＃１に設定されている値を用いた周波数特性補償の開始タイミングを示すアドレスとし
て０が設定されていてもよい。
【００３９】
　例えばモードは、周波数特性補償における補償係数の取扱いの種別を示す動作区分の一
例として挙げられる。例えば周波数特性補償係数の初期値は、サブキャリア信号に対する
周波数特性補償に用いる補償係数の一例として挙げられる。例えば周波数特性補償係数の
変動量が、サブキャリア信号に対する周波数特性補償に用いる補償係数の一つとして含ま
れていてもよい。
【００４０】
　例えば上述したモード１の場合、設定値格納レジスタ５２のある面（例えば、面＃１）
のモードを格納する領域に１が設定される。周波数特性補償係数の値が一定であるので、
周波数特性補償係数の値は１つである。従って、設定値格納レジスタ５２の同じ面（例え
ば、面＃１）の初期値を格納する領域にその１つの周波数特性補償係数の値が設定される
。設定値格納レジスタ５２の同じ面（例えば、面＃１）の変動量を格納する領域に０が設
定される。周波数特性補償係数の変動量が０であるので、各サブキャリアの周波数特性補
償係数の値が同じになる。設定値格納レジスタ５２の同じ面（例えば、面＃１）の変動タ
イミングを格納する領域に任意の値が設定される。モード１で設定値格納レジスタ５２に
各設定値が設定される際、例えばメモリ４６の電源がオフにされていてもよい。
【００４１】
　例えば上述したモード２の場合、設定値格納レジスタ５２のある面（例えば、面＃１）
のモードを格納する領域に２が設定される。サブキャリアごとの周波数特性補償係数の変
動量が一定であるので、設定値格納レジスタ５２の同じ面（例えば、面＃１）の初期値を
格納する領域に周波数特性補償係数の初期値が設定される。設定値格納レジスタ５２の同
じ面（例えば、面＃１）の変動量を格納する領域にサブキャリアごとの補償係数の変動量
が設定される。設定値格納レジスタ５２の同じ面（例えば、面＃１）の変動タイミングを
格納する領域に１が設定される。周波数特性補償係数の変動タイミングが１であるので、
サブキャリアごとに周波数特性補償係数の値が変動量分ずつ異なることになる。モード２
で設定値格納レジスタ５２に各設定値が設定される際、例えばメモリ４６の電源がオフに
されていてもよい。
【００４２】
　例えば上述したモード３の場合、設定値格納レジスタ５２のある面（例えば、面＃１）
のモードを格納する領域に３が設定される。一定のサブキャリア間隔で周波数特性補償係
数が一定量ずつ変動するので、設定値格納レジスタ５２の同じ面（例えば、面＃１）の初
期値を格納する領域に周波数特性補償係数の初期値が設定される。設定値格納レジスタ５
２の同じ面（例えば、面＃１）の変動量を格納する領域にサブキャリアごとの補償係数の
変動量が設定される。設定値格納レジスタ５２の同じ面（例えば、面＃１）の変動タイミ
ングを格納する領域に、補償係数が変動する間隔（ｋサブキャリアごとに変動する場合は
ｋ、ｋ≠１）が設定される。周波数特性補償係数の変動タイミングが例えばｋであるので
、ｋサブキャリアごとに周波数特性補償係数の値が変動量分ずつ異なることになる。モー
ド３で設定値格納レジスタ５２に各設定値が設定される際、例えばメモリ４６の電源がオ
フにされていてもよい。
【００４３】
　例えば上述したモード４の場合、複数のモードが組み合わされているので、設定値格納
レジスタ５２の、組み合わされているモードの数分の面（例えば、面＃１、面＃２及び面
＃３など）に値が設定される。各面（例えば、面＃１、面＃２及び面＃３など）の切替タ
イミングを格納する領域に、モードを切り替えるタイミングのアドレスが設定される。各
面（例えば、面＃１、面＃２及び面＃３など）のモードを格納する領域、初期値を格納す
る領域、変動量を格納する領域及び変動タイミングを格納する領域に、それぞれモードに



(10) JP 2012-178703 A 2012.9.13

10

20

30

40

50

応じた値が設定される。
【００４４】
　アドレス生成部４１から出力されたアドレスが、設定値格納レジスタ５２の各面の切替
タイミングを格納する領域に設定されているアドレスに一致すると、設定値格納レジスタ
５２は、切替タイミングとアドレスとが一致した面に設定されているモード並びに周波数
特性補償係数の初期値、変動量及び変動タイミングを出力する。使用する周波数帯域中の
使用する全サブキャリアについてモードが一つである場合には、設定値格納レジスタ５２
の一つの面（例えば、面＃１）のみに値が設定されている。設定値格納レジスタ５２は、
この値が設定されている面に設定されているモード並びに周波数特性補償係数の初期値、
変動量及び変動タイミングを出力する。
【００４５】
　モードの出力先は、補償係数生成部４７である。周波数特性補償係数の初期値の出力先
は、初期値レジスタ４５である。周波数特性補償係数の変動量の出力先は、変動量レジス
タ４４である。周波数特性補償係数の変動タイミングの出力先は、変動タイミングレジス
タ４３である。なお、モード１とモード２とを組み合わせたモード４によって、モード３
を実現することができるので、モード３を省略してもよい。
【００４６】
　例えば上述したモード５の場合、設定値格納レジスタ５２のある面（例えば、面＃１）
のモードを格納する領域に５が設定される。周波数特性補償係数の変動量及び変動タイミ
ングが一定でないので、サブキャリアごとの周波数特性補償係数がメモリ４６に保持され
る。その際、メモリ４６の電源はオンにされる。設定値格納レジスタ５２のその他の領域
には、値が設定されない。
【００４７】
・補償係数生成部の説明
　図８は、実施例２にかかる無線通信装置の補償係数生成部を示すブロック図である。図
８に示すように、補償係数生成部４７は、積算器６１及びセレクタ６２を備えている。積
算器６１は、初期値レジスタ４５から出力された周波数特性補償係数の初期値に、変動量
レジスタ４４から出力された周波数特性補償係数の変動量を積算して、補償係数を生成す
る。積算するタイミングは、アドレス生成部４１で生成されて積算器６１に入力するアド
レスが、変動タイミングレジスタ４３から出力された周波数特性補償係数の変動タイミン
グに一致する分、カウントアップしたときである。
【００４８】
　セレクタ６２は、設定値格納レジスタ５２から出力されたモードに応じて、積算器６１
から出力された補償係数及びメモリ４６から出力された補償係数のいずれか一方を選択し
て出力する。例えばセレクタ６２は、モードが１、２または３であるときに、積算器６１
から出力された補償係数を選択し、それ以外のモード（例えば、モード５）であるときに
、メモリ４６から出力された補償係数を選択する。
【００４９】
　例えば上述したモード１の場合、変動量レジスタ４４に０が保持されている。従って、
補償係数生成部４７は、使用する周波数帯域中の使用する全サブキャリアに対して、初期
値レジスタ４５に保持されている値を補償係数としてセレクタ６２から出力する。モード
１で補償係数が生成され、乗算器４９でタイミング調整部４８の出力データに補償係数が
乗算される際、例えばメモリ４６の電源がオフにされていてもよい。
【００５０】
　例えば上述したモード２の場合、変動タイミングレジスタ４３に１が保持されている。
従って、補償係数生成部４７は、最初のサブキャリアに対して、初期値レジスタ４５に保
持されている値を補償係数としてセレクタ６２から出力する。補償係数生成部４７は、２
番目以降のサブキャリアに対して、一つ前のサブキャリアに対する補償係数に、変動量レ
ジスタ４４に保持されている値を加算して補償係数としてセレクタ６２から出力する。モ
ード２で補償係数が生成され、乗算器４９でタイミング調整部４８の出力データに補償係
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数が乗算される際、例えばメモリ４６の電源がオフにされていてもよい。
【００５１】
　例えば上述したモード３の場合、変動タイミングレジスタ４３に例えばｋが保持されて
いる。従って、補償係数生成部４７は、最初からｋ番目までのサブキャリア群に対して、
初期値レジスタ４５に保持されている値を補償係数としてセレクタ６２から出力する。補
償係数生成部４７は、次のｋ個のサブキャリア群に対して、一つ前のｋ個のサブキャリア
群に対する補償係数に、変動量レジスタ４４に保持されている値を加算して補償係数とし
てセレクタ６２から出力する。モード３で補償係数が生成され、乗算器４９でタイミング
調整部４８の出力データに補償係数が乗算される際、例えばメモリ４６の電源がオフにさ
れていてもよい。
【００５２】
　例えば上述したモード４の場合は、上述したモード１、モード２及びモード３のうちの
２つ以上が組み合わされた状態となる。例えば上述したモード５の場合、補償係数生成部
４７は、アドレス生成部４１で生成されたアドレスに基づいてメモリ４６からサブキャリ
アごとに補償係数を読み出してセレクタ６２から出力する。その際、メモリ４６の電源は
オンにされる。
【００５３】
・周波数特性補償処理の説明
　図９及び図１０は、実施例２にかかる無線通信装置の周波数特性補償部における処理を
示すフローチャートである。図９に示すように、周波数特性補償部３５において処理が開
始されると、まず、補償係数演算部３４によりサブキャリアごとに求められた周波数特性
補償係数が制御部４２に設定される（ステップＳ１）。次いで、モード判定部５１は、設
定された周波数特性補償係数に基づいてモードを判定する（ステップＳ２）。
【００５４】
　判定した結果、モードが１、２または３である場合には（ステップＳ３：Ｙｅｓ）、モ
ード判定部５１は、メモリ４６の電源をオフに設定する（ステップＳ４）。一方、判定し
たモードが１、２及び３以外である場合には（ステップＳ３：Ｎｏ）、モード判定部５１
は、メモリ４６の電源をオンに設定する（ステップＳ５）。メモリ４６の電源がオンにさ
れると、補償係数演算部３４によりサブキャリアごとに求められた周波数特性補償係数が
メモリ４６に格納される。
【００５５】
　モード判定部５１は、メモリ４６の電源を制御した後、設定値格納レジスタ５２に例え
ば切替タイミング、モード、並びに周波数特性補償係数の初期値、変動量及び変動タイミ
ングの各値を設定する（ステップＳ６）。次いで、アドレス生成部４１は、サブキャリア
マッピング部３３からデータ先頭パルスが入力するのを待つ（ステップＳ７：Ｎｏ）。
【００５６】
　アドレス生成部４１にデータ先頭パルスが入力すると（ステップＳ７：Ｙｅｓ）、図１
０に示すように、アドレス生成部４１はアドレスの生成を開始する（ステップＳ８）。制
御部４２は、アドレス生成部４１から入力したアドレスが設定値格納レジスタ５２のいず
れかの面の切替タイミングに一致すると（ステップＳ９：Ｙｅｓ）、切替タイミングとア
ドレスとが一致した面に設定値格納レジスタ５２の面を切り替える（ステップＳ１０）。
アドレスが設定値格納レジスタ５２のいずれの面の切替タイミングにも一致しない場合に
は（ステップＳ９：Ｎｏ）、制御部４２は、設定値格納レジスタ５２の面の切り替えを行
わない。
【００５７】
　次いで、積算器６１は、アドレス生成部４１から入力したアドレス、初期値レジスタ４
５に保持されている初期値、変動量レジスタ４４に保持されている変動量及び変動タイミ
ングレジスタ４３に保持されている変動タイミングに基づいて、補償係数を生成する（ス
テップＳ１１）。そして、セレクタ６２は、設定値格納レジスタ５２から出力されたモー
ドに応じて、積算器６１から出力された補償係数及びメモリ４６から出力された補償係数
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のいずれか一方を選択して出力する。
【００５８】
　次いで、乗算器４９は、タイミング調整部４８から出力されたデータに、補償係数生成
部４７から出力された補償係数を乗算する（ステップＳ１２）。そして、周波数特性補償
部３５は、ステップＳ８で生成されたアドレスが最終アドレスになるまで（ステップＳ１
３：Ｎｏ）、ステップＳ９からステップＳ１３までの処理を繰り返し、ステップＳ８で生
成されたアドレスが最終アドレスになると（ステップＳ１３：Ｙｅｓ）、上述した一連の
処理を終了する。
【００５９】
・具体例
　図１１は、サブキャリアに対する周波数特性補償係数の一例を示す特性図である。図１
２は、図１１に示す例に対応する設定値格納レジスタの一例を示す模式図である。ここで
は、サブキャリア数を２０４８とし、２０４８個のサブキャリアの周波数特性補償係数が
４つのモードに分割される例について説明する。
【００６０】
　０番目から５９９番目までのサブキャリアについては、補償係数が１００で一定である
。従って、モード判定部５１は、モード１であると判定し、設定値格納レジスタ５２の面
＃１に切替タイミング＝０、モード＝１、初期値＝１００、変動量＝０及び変動タイミン
グ＝０（任意の値でよい）を設定する。
【００６１】
　６００番目から９９９番目までのサブキャリアについては、補償係数が１００から一定
の割合で２０まで変動（減少）している。従って、モード判定部５１は、モード２である
と判定し、設定値格納レジスタ５２の面＃２に切替タイミング＝６００、モード＝２、初
期値＝１００、変動量＝－０．２及び変動タイミング＝１を設定する。変動量の－０．２
は、［（２０－１００）／（１０００－６００）］の演算から求められる。
【００６２】
　１０００番目から１３９９番目までのサブキャリアについては、補償係数が２０から一
定の割合で２００まで変動（増加）している。従って、モード判定部５１は、モード２で
あると判定し、設定値格納レジスタ５２の面＃３に切替タイミング＝１０００、モード＝
２、初期値＝２０、変動量＝０．４５（＝（２０－１００）／（１０００－６００））及
び変動タイミング＝１を設定する。変動量の０．４５は、［（２００－２０）／（１４０
０－１０００）］の演算から求められる。
【００６３】
　１４００番目から２０４７番目までのサブキャリアについては、補償係数が２００で一
定である。従って、モード判定部５１は、モード１であると判定し、設定値格納レジスタ
５２の面＃４に切替タイミング＝１４００、モード＝１、初期値＝２００、変動量＝０及
び変動タイミング＝０（任意の値でよい）を設定する。
【００６４】
　制御部４２では、最初に、アドレス生成部４１で生成されたアドレスと面＃１の切替タ
イミングとが比較される。面＃１の切替タイミングは０であるから、先頭のアドレスが面
＃１の切替タイミングに一致する。従って、設定値格納レジスタ５２は、面＃１に設定さ
れている値を初期値レジスタ４５、変動量レジスタ４４及び変動タイミングレジスタ４３
に出力する。次いで、アドレス生成部４１で生成されたアドレスと面＃２の切替タイミン
グとが比較される。面＃２の切替タイミングは６００であるから、６００のアドレスが面
＃２の切替タイミングに一致する。従って、設定値格納レジスタ５２は、面＃２に設定さ
れている値を初期値レジスタ４５、変動量レジスタ４４及び変動タイミングレジスタ４３
に出力する。同様に、設定値格納レジスタ５２は、アドレスが１０００になると、面＃３
に設定されている値を出力し、アドレスが１４００になると、面＃４に設定されている値
を出力する。
【００６５】
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　実施例２によれば、例えば上述したモード１～モード４の場合には、メモリ４６の電源
をオフにすることができる。それゆえ、常にメモリ４６の電源をオンにして、使用する周
波数帯域中の使用する全サブキャリアの補償係数を保持しておき、メモリ４６からサブキ
ャリアごとに補償係数を読み出す場合に比べて、メモリで消費される電力を削減すること
ができる。従って、無線通信装置の消費電力を削減することができる。
【００６６】
　上述した実施例１、２に関し、さらに以下の付記を開示する。
【００６７】
（付記１）マルチキャリア変調信号から複数の周波数成分に分離されたサブキャリア信号
に対して周波数特性補償を行う無線通信装置であって、前記サブキャリア信号に対する前
記周波数特性補償に用いる補償係数と、前記周波数特性補償における当該補償係数の取扱
いの種別を示す動作区分と、前記周波数特性補償において前記動作区分を選択するか否か
の判定に用いられる区分条件と、を含む設定情報を格納する、設定値格納部と、前記サブ
キャリア信号の入力を受ける、サブキャリア信号入力部と、前記サブキャリア信号の入力
タイミングにあわせて、前記入力されるサブキャリア信号に対応するアドレスを生成する
、アドレス生成部と、前記生成されたアドレスが条件を満たす前記区分条件を判定し、当
該区分条件に対応する前記動作区分を選択する、動作区分選択部と、前記選択された動作
区分に応じた周波数特性補償処理において前記選択された動作区分に対応する前記補償係
数を用いて、前記入力された前記サブキャリア信号に対する周波数特性補償を行う、周波
数特性補償部と、前記周波数特性補償後の信号を出力する、出力部と、を備えることを特
徴とする無線通信装置。
【００６８】
（付記２）前記設定値格納部は、前記補償係数、前記動作区分及び前記区分条件を格納す
るレジスタを含むことを特徴とする付記１に記載の無線通信装置。
【００６９】
（付記３）前記補償係数は、初期値と変動量を含み、前記周波数特性補償部は、前記初期
値に前記変動量を加算した値を用いて、前記入力された前記サブキャリア信号ごとに周波
数特性補償を行うことを特徴とする付記１または２に記載の無線通信装置。
【００７０】
（付記４）前記入力された前記サブキャリア信号ごとに、周波数特性補償に用いられる補
償係数を保持するメモリを備え、前記メモリは、前記選択された動作区分に応じて電源が
オフにされることを特徴とする付記１～３のいずれか一つに記載の無線通信装置。
【００７１】
（付記５）マルチキャリア変調信号から複数の周波数成分に分離されたサブキャリア信号
に対して周波数特性補償を行う周波数特性補償装置であって、前記サブキャリア信号に対
する前記周波数特性補償に用いる補償係数と、前記周波数特性補償における当該補償係数
の取扱いの種別を示す動作区分と、前記周波数特性補償において前記動作区分を選択する
か否かの判定に用いられる区分条件と、を含む設定情報を格納する、設定値格納部と、前
記サブキャリア信号の入力を受ける、サブキャリア信号入力部と、前記サブキャリア信号
の入力タイミングにあわせて、前記入力されるサブキャリア信号に対応するアドレスを生
成する、アドレス生成部と、前記生成されたアドレスが条件を満たす前記区分条件を判定
し、当該区分条件に対応する前記動作区分を選択する、動作区分選択部と、前記選択され
た動作区分に応じた周波数特性補償処理において前記選択された動作区分に対応する前記
補償係数を用いて、前記入力された前記サブキャリア信号に対する周波数特性補償を行う
、周波数特性補償部と、前記周波数特性補償後の信号を出力する、出力部と、を備えるこ
とを特徴とする周波数特性補償装置。
【符号の説明】
【００７２】
　１，４１　アドレス生成部
　２　サブキャリア信号入力部
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　３，５１　動作区分選択部
　４，５２　設定値格納部
　５，４７　周波数特性補償部
　６，４９　出力部
　２１　無線通信装置
　３５　周波数特性補償装置
　４６　メモリ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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